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■ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について

■製品・ソリューション等におけるＡＩの利活用事例について

■ＡＩ人材育成に係る取組について
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ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について：企業概要

（2021年3月末現在）

ダイキン工業株式会社
1963年（昭和38年）大阪金属工業株式会社から社名変更会社名
1924年（大正13年）10月25日大阪市で創業
創業者：山田晁創 業

1934年（昭和9年）2月11日設 立

連結84,870名グループ従業員数

850億円資本金

会長：井上礼之 社長兼CEO：十河政則会長・社長

大阪市北区本 社

連結子会社315社（国内30社、海外285社）グループ会社数
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2020年度
連結売上高

2兆4934億円

油圧機器 酸素濃縮機

空調
91.2％

化学
6.6％

その他事業

空調事業

住宅用

業務用

サービス

化学事業

半導体用途

冷媒

自動車用途

その他
2.2%

ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について：事業内容
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ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について：戦略経営計画 FUSION25
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ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について：戦略経営計画 FUSION25
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ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について：戦略経営計画 FUSION25
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■ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について

■製品・ソリューション等におけるＡＩの利活用事例について

■ＡＩ人材育成に係る取組について
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改修
更新

提案
設計

施工
試運転 運用 保守

メンテ

空調機器をお客様に届けるだけではなく、
空調バリューチェーンの中で、データ活用を切り口に

新たな価値づくりを目指していく

更新提案にかかる工数を大幅に削減

運用改善やﾒﾝﾃﾅﾝｽに活用
工事コストダウン

故障診断/予測による
機器のﾀﾞｳﾝﾀｲﾑを短縮

エネルギーの
最適運用提案建物に合わせた空調システム提案

製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：ビジネスイノベーション
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：ビジネスイノベーション

室内機・全熱交換器のドレンパンのカメラで撮影。無人での空調機内
の点検を実現する『Kireiウォッチ』サービスを2019年より開始。

https://www.daikin.co.jp/fcs/kirei_watch/

週に一度ご指定の
タイミングで機器内部の
ドレンパンを自動撮影

撮影した画像をクラウドで
管理しいつでも閲覧可能

撮影画像をもとに
いつでもレポートを作成

汚れ度合いの表示、
画像解析や変化推移グラフにより
直観的に汚れ変化の確認が可能

※全熱交換器(外気処理タイプ室内機)は本機能の対象外

経年変化のグラフ化機能を実装

画像解析と数値により汚れ度合いを可視化

2019/9/12(木)13:57 汚れ度合い 35%

2019/6/28(金)10:05 汚れ度合い 23%

清掃おすすめライン

汚れ度合

2019/7/1 0:00 2019/8/1 0:00 2019/9/1 0:00

23%

35%

●省人化・働き方改革をサポート
従来は、、、
・テナントへの立ち入りが必要
・土日や早朝/深夜の限られた時間での巡回
Kireiウォッチによって、、、
・現地での目視点検不要
・感染予防と共に作業をリモート化

省力化

安心
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：ビジネスイノベーション

2020年12月、空調機の新たな遠隔監視サービスとして「Ene Focus α」をリリース
2021年度省エネ大賞で「資源エネルギー庁長官賞」を受賞

https://www.daikincc.com/fcs/ene_focus_a/
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：ビジネスイノベーション

空気・空間のデータを活用した協創プラットフォーム『CRESNECT』を開設し、オフィス空間のあらゆる
データを収集して、空調・照明・セキュリティを中心とした新しいビルマネジメントエコシステムを構築

https://www.point0.work/

IoT仮眠室や瞑想ルームなどを備えたコワーキングスペース
「point 0 marunouchi」を2019年7月16日に開設
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：ビジネスイノベーション

床吹きグリル
Wind Creator(面風装置)
自然の風を生み出し、室内空間でも自然環境に
いるかのように感じることが出来る。
風が届くエリアの座席使用率が高い。

パーソナル空調
あえて複数の温度ムラを設け、利用者が心地良いと感じる環境で
執務を行えるようにする。

Air スポット
入り口に急冷急暖スポットを設置。
室内の温度はそのままに、夏場や冬場の外から室内に
入った際の「暑い、寒い」を速やかに解決。

Linked Air(疑似窓)
窓のない部屋に風景と風を生み出す機器を設置。
空間内の価値を高めると同時に、ＭＴＧ前のアイスブレイクに活用。
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：プロセスイノベーション

認知・調査

比較･検討

購買

設置・施工

利用･運用

故障・クレーム

買替/更新・廃棄

PLM/PDM CRM

製品企画

製品設計・開発

生産準備

市場調査

広告・宣伝

販売

問合せ対応

アフターサービス

SCM 納入・回収調達 製造 物流

品質・モニタリング

改良

情
報
収
集

・
活
用

収集 蓄積 結合 分析 活用

情報活用に基づく
業務変革

社内サイクル･プロセス

ビッグデータ

事業部門の情報のデジタル化、データ分析・シミュレーション技術によって、横串でデータを活用し、
業務刷新、新サービスの提供などにつなげたい

快適

省力化

省エネ

安心
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：プロセスイノベーション

①工場における実作業時間自動計測技術の確立

③製品の異音検査自動化

②空調機外観品位検査の自動化
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製品・ソリューション等におけるAIの利活用事例について：プロセスイノベーション

＜数値化手法＞
③炎角度（垂直方向）：内炎と配管側面の角度から計測
⑤炎とﾜｰｸとの距離：ﾄｰﾁ先端と配管側面の距離から計測
⑥炎を当てる高さ：内炎先端部と配管継ぎ目の距離から計測

マイスターと新人の各指標には有意な差（p値が低い）があり、
マイスターの方が炎角度が急で角度、高さ共にブレ幅が大きく
ワークとの距離は近いことが分かる

マイスターのノウハウデータを収集、基準データとの乖離から習熟度の見える化を目指す
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■ＡＩ開発・利活用に係るガバナンスに係る取組について

■製品・ソリューション等におけるＡＩの利活用事例について

■ＡＩ人材育成に係る取組について



18

Copyright (C) DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved

◆ダイキン情報技術大学設立の狙い
ＡＩ・データ分析技術は、当社グループにおけるあ
らゆる部門での活用が期待される重要な技術であり、
それを推進する人材の育成は喫緊の課題である。
ＡＩ技術の活用を図るためには、
①ＡＩ活用（ビジネス提案力）
②ＡＩ技術開発（ＡＩでの問題解決力）、
③システム開発（ＡＩ具現化力）の
３分野の人材がともに必要であるが、大学設立時点
では②の人材は極めて少なかった。また①③は、
質・量ともに不足しており、早期に強化・育成が必
要であった。

ダイキン情報技術大学は、②ＡＩ技術開発人材を早
期に育成するとともに、十分とはいえない①ＡＩ活
用人材、③システム開発人材の育成を並行して実施
することを目的に２０１７年１２月からスタート。

ＡＩ人材育成に係る取組について：ダイキン情報技術大学設立の背景
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データサイエンティストにもレベルがあるが、情報技術大学では、
“独り立ち”レベルを目指す

課題の背景を理解した上で、ビジネス課題
を整理し、愚直に実行・解決する力

情報処理、人工知能、統計学など情報科学
系の知恵を理解し、使う力

データサイエンスを意味のある形に使える
ようにし、実装・運用できるようにする力

①テーマ実行力（ビジネス力）

『データサイエンティスト』＝以下の３つの基礎スキルを兼ね備えた人材

②分析力（データサイエンス力）

③データエンジニアリング力
※“棟梁”を超えるワールドクラスの人材も

1000名程度存在する

ＡＩ人材育成に係る取組について：当社におけるデジタル人材について
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【当初計画】 【現在の計画】
IPA※～スキル標準

レベル７
世界のハイエンドプレーヤ

レベル６
国内のハイエンドプレーヤ

レベル５
社内のハイエンドプレーヤ

レベル４ 「テーマを作れる」

レベル３ 「できる」

レベル２ 「わかる」

レベル１ 「知る」

社外
獲得

研修で
育成

当初目標

○ 4年が経過し「デジタル技術が
わかる人材」「できる人材」の
育成は着実に進んできた。

○今後はこれらの人材が部門で活
躍するために「テーマを企画・
推進できるより高いレベルの人
材の獲得・社内育成が最重要課
題。

今後の目標

１０００人
２０２３年度末

１５００人

※情報処理推進機構

ＡＩ人材育成に係る取組について：当社におけるデジタル人材について
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当社にいない
世界で1000人レベル

外部と協業
スカウト（部長級）

AIｺﾐｭﾆﾃｨや国際学会への参加等
他流試合により育成。

基幹職向け講座の強化で育成支援

情報技術大学修了生
（既存社員・新入社員）
の優秀層人材から選抜し育成

ダイキン情報技術大学卒業生

レベル１(知る)

深い
ミゾ

情報技術大学 新入社員１年目

レベル２(わかる)
・分析が行える
・Pythonが自分で書ける

レベル７(ワールドクラス)
・新たな理論を構築し、
世の中を劇的に変える
ずば抜けた実行力を持つ

レベル５～６(ハイエンドプレーヤ)
・人、モノ、カネを采配し、
優先順位を判断し、戦略的に実行できる

デジタル人材の成長ステップ
○レベル２（分析技術を使える）から レベル３（分析技術を活用してテーマを実行できる）になるためには、 現場知見や数多
くのテーマ実行経験（現場のデータに多く触れ、課題を解決する）が必要。

○現場データを活用した実践演習（PBL:Project Based Learning)により、座学で得た知識を現場で活用する力を養う

レベル４(テーマを作れる)
・プロジェクトマネジメントができる
・現場を巻き込み、テーマ提案ができる

レベル３(できる)
・ドメイン知識がある
・３つ基礎スキルを万遍なく持ち、
プレゼン能力がある

新入社員２年目

ＡＩ人材育成に係る取組について：当社におけるデジタル人材について
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■最終的に目指す人材像
①部門横断で、全社的視点からデジタル活用推進に取り組む人
②従来の事業・サービス・商品の枠を超えたイノベーションを起こす人
③部門の固定概念を超えて抜本的な生産・開発・間接業務の改革に取り組む人

改修
更新

提案
設計

施工
試運転 運用 保守

メンテ

AI・IoT分野の
驚異的な変化

押し寄せる
パラダイムシフトの波

コト売りの
時代到来

目指す人材像

改修
更新

提案
設計

施工
試運転 運用 保守

メンテΠ型人材の育成

ＡＩ人材育成に係る取組について：当社におけるデジタル人材について
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新入社員向け教育
新入社員を

２年間かけて育成

既存社員向け講座
(AI、システム)
若手中心に育成

基幹職層向
AI講座

ドメイン知識を持ち、適切なAIの
技術開発手法を開発できる人
材や、AIを実装するために必要
な各種システムを開発できる人

材を育成

幹部層向
AI講座

役員向
講座

経営者の意思決定の在り方・役割や
責任がどう変容するのか等、

AIの基本をベースに経営視点から
今後の展望・可能性について

外部講師が講演

幹部として、デジタル変革（ＤＸ）
が自社・自部門に及ぼすインパクト、
ビジネスモデル転換の重要性を理解

頂く

データ活用テーマの企画立案や、
具体的に実行していく若手をマ
ネジメントできる人材を育成

空調技術等のわかるダイキン
独自のIoT・AIの専門人材を

育成

ＡＩ人材育成に係る取組について：講座ラインナップ
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新入社員向け教育
新入社員を

２年間かけて育成

既存社員向け講座
(AI、システム)
若手中心に育成

基幹職層向
AI講座

幹部層向
AI講座

役員向
講座

空調技術等のわかるダイキン
独自のIoT・AIの専門人材を

育成

ＡＩ人材育成に係る取組について：講座ラインナップ
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Connected

Software
Defined

Zoning

研修の流れ

IoT・AI専門教育
コンピュータ知識、ＡＩ知識

事業
ビジョン
の理解

問題解決
スキル・マインド

業務理解のための
フィールドワーク等

空調、化学などの業務・技術知識IoT・AI
の導入教育
コンピュータ
システム基礎

【１年目】
基礎教育 ダイキンを学ぶ

AI・IoTを学ぶ

部門などでのＰＢＬによる実践
Project Based Learning：現場データを活用したプロジェクトベースの演習

営業・開発・製造・間接などあらゆる部門の現場に入り込んで、課題解決・事業貢献をやり遂げる

複数部門のPBLを６ヶ月毎に経験させることで、部門横断、全社的視点から課題解決できる人材を育成

定期的な発表会、報告会を全社向けにオープンな場で行なうことで、部門間の意識醸成を図る

改善・
イノベー
ションを
実践する【２年目】

応用教育

技術系大卒新入社員３００名弱の中から、希望者を９０名選抜（２０２１年度）
非情報系が８５％。修士８５％、学士１５％。

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座
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７月 ８月 9月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

6- 13- 20- 27- 3- 10- 17- 24- 31- 7- 14- 21- 28- 31- 5- 12- 19- 26- 2- 9- 16- 23- 30- 7- 14- 21- 28- 4- 11- 18- 25- 1- 8- 15- 22- 1- 8- 15- 22- 29-

淀
川
製
作
所
・集
合
教
育

D
I
C
T
導

入

研

修

★基本情報処理★統計検定（ＣＢＴでの随時受験）

①ダイキンのＡＩ・ＩＯＴの 取り組み、②化学、油機 特機の知識、③ダイキン幹部講話、④外部有識者講演、⑤先輩ＤＩＣＴ生の話 （適 宜 実 施）

空調技術基礎（前半）

コンピュータ基礎・プログラミング

①データ活用導入編

１．市場、顧客理解の技術

２．データ分析体験

３．システム開発体験

②コンピュータ編

基礎：ｃ言語、ｃ++、マイコン、

サーバー

応用：ＳＳＨ接続、

ディープラーニング

体験・物体検出

③クラウド基礎（ＡＷＳ）

空調技術基礎（後半）

阪大ＡＩ講義（基礎・入門・応用）

（３日程度/週 開催）

ＡＩ演習講義

（２日程度/週 開催）

ＡＷＳ

基礎

専門教育

（システム（クラウド））

ＡＷＳ

神戸大

デザインシンキング

ＭＢＡ

ＭＯＴ

ミニＰＢＬ

専門教育

（データ分析（ＡＩ））

自社クラウドGPU、GPU BOX、Git Lab講義

データエンジニアリング力 分析力 テーマ実行力

PBL前の実践
コース別教育

【目標】データサイエンティストの３つの基礎スキルが「見習い」レベルになること

・前半は、座学中心の講義で基礎をきっちり習得させる
(コンピュータ基礎・プログラミング、阪大AI講義)

・後半は、課題解決型中心の演習にシフトし、部門でのPBLに備える
・コース別教育でデータ分析重点、もしくはシステム構築重点においた、
得意領域を作る教育を実施

・習熟度を見るための公的試験の受検(基本情報処理技術者、統計検定２級など)

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座1年目
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コンピュータ基礎、クラウド基礎

１．コンピュータ基礎

①仕様情報の論理構造 ②アルゴリズムとデータ ③コンピュータの仕組み

システムソフト
ウェア

ユーザー

ハードウェア

アプリケー
ション

OS

ミドルウェア

２．プラット
フォーム

プロバイダルータ

「サーバー」「クライアント」

サービス提供

[Ⅰ] フロントエンド

[Ⅱ]サーバサイド

[Ⅲ] インフラ

リクエスト

４．アプリ
ケーション

３．データ
ベース

２．プラット
フォーム

１．ネットワーク
５．
運
用
と
開
発

４．アプリ
ケーション

IaaS/PaaS/SaaS

データサイエンス

Raspberry Pi

２．クラウドシステム基礎

目的

目標

内容

コンピュータの基礎：プログラミングの上流から下流までの一気通貫の知識を学ぶ。
クラウドシステム基礎：エッジデバイスとクラウドの基本概念を学び、システムを構築するスキルを身に付ける。

基本情報技術者試験合格に必要な知識習得とクラウド（AWS）の全体像を把握し、簡単なシステム構築を体験する。

仕様書

機能モデル

[Ⅳ]DevOps

Alexa Skill

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座1年目
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区分 講義タイトル 内容
統計学 数学 仮説検定などの統計学の基礎
機械学習・可視化 データマイニング データの前処理法やクラスタリングなど

知識情報学 決定木などの機械学習手法の原理と実装
時系列予測 時系列データからの予測 時系列データの処理手法と応用例
自然言語処理 自然言語処理 自然言語データの機械学習の解説と実装

音声対話システム 音声対話システムの理論、応用例
オントロジー オントロジー(語彙の体系化)

画像処理 画像処理 画像・動画処理手法の理論、演習
コンピュータビジョン 物体の撮影に関して＋CNNの原理の紹介

最適化 数理計画 最適化計算の理論の紹介
クラウド クラウド クラウドやそれを構成する技術を知る

大阪大学AI講義
2017年12月に大阪大学との情報科学分野を中心とした
包括連携契約を締結。
その中の「AI人材養成プログラム」として先生方による集中講義を実施

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座1年目
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AI演習講義
阪大講義の内容を定着させるため、阪大講義と並行しPythonの演習を実施
半日～数日かけてAIを実装し、100人の前でそれを発表する

演習の一例

機械学習：100人コンペ

100人全員に同じデータを渡し、
機械学習の予測精度を競う
精度上位者は発表し、ノウハウ共有

画像処理：自由テーマ

5人1組で2種類の画像を収集
テーマは受講生で決定

2種類の画像を分類できるような
画像処理アルゴリズムを作成

vs

唐揚げ トイプードル

順位 名前 精度
1 A 0.90

2 H 0.89

3 K 0.89

4 N 0.88

5 Y 0.87

6 S 0.85

7 T 0.84

8 W 0.84

9 E 0.83… … …
コンペ精度表

発表者
♪

他に、可視化・時系列予測・
自然言語・最適化のAI演習講義も実施

例

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座1年目
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・基礎スキルとして「基本情報処理技術者」「統計検定２級」の全員合格を目指す
・コース別の応用スキルとして、データ分析班は「JDLA E資格」、システム班は「アマゾン・
ウェブ・サービス(AWS) ソリューションアーキテクト-アソシエイト」の合格を目指す。

・いずれも合格率は、全国平均を上回る成績

基本情報処理技術者：高度IT人材となるために必要な基本的知識・技能を持ち、実践的な活用能力を身に付けた者
統計検定2級：大学基礎科目レベルの統計学の知識の習得度と活用のための理解度を問う検定
JDLA E資格：ディープラーニングの理論を理解し、適切な手法を選択して実装する能力や知識を有しているか
AWSソリューションアーキテクト-アソシエイト：

AWS における分散システムの可用性、コスト効率、高耐障害性およびスケーラビリティの設計に関する
1 年以上の実務経験を持つソリューションアーキテクト担当者

習熟度の確認

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座1年目



31

Copyright (C) DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved

【ＰＢＬテーマの設定方法】
・事業部門からＰＢＬで実施させたいテーマを集約した上で、実現可能性や分析データの有無、研修目的と合
致しているか等の視点から、ＰＢＬとして実施可能なテーマを選ぶ。

【テーマアサインの方法】
・事前に本人の希望を聞いた上で、本人希望の範囲内で、受講生のスキルや志向、適性を考慮して決定。
また、複数人がグループとなるテーマでは、グループ内での相性（ひっぱる人とフォロアーなど）も考慮。

【サポートの方法】
・テーマ推進は受入れ部門が責任をもって実施する一方、

技術面でのサポートは事務局が中心で実施。
・個々人にメンターを割り当て、技術面、環境や生活面、テーマや
日頃の困りごとなどをフォロー。

・全員を集めて、テーマの実施内容、成果を発表させる場をつくる
ことで、データ分析を通じて全社を俯瞰する眼を養うとともに、
自分のテーマと他者のテーマを比較することで切磋琢磨を促す。

・有識者によるオフィスアワーや技術相談会などPBLを支援する
メニューを用意しフォロー。

＜全社向け報告会＞

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座2年目(PBL)
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100人での１年間の集合教育
- その場のつながりだけでなく、将来的な
横のつながりを生む

- 100人の力を合わせると、
100人力をはるかに超える力になる（集
合知）

２年間の仮配属
- ２年間、キャリアプランを自分で考える
- ジョブマッチングの期間

やって良かった取り組み

やって難しいと感じたこと
- 基礎教育と実践の間に
かなりの壁がある

- 技術スキルだけではなく、
コンピテンシー（職務や
役割において優秀な成果を発揮する行
動特性）、
ビジネススキルも必要メンター制度

- 技術的な相談に加え、環境面等の相談ができる

外部支援メニュー
- 有識者によるオフィスアワー、技術相談会などPBLを支援するメニュー

ＡＩ人材育成に係る取組について：新入社員講座（まとめ）
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新入社員向け教育
新入社員を

２年間かけて育成

既存社員向け講座
(AI、システム)
若手中心に育成

基幹職層向
AI講座

ドメイン知識を持ち、適切な
AIの技術開発手法を開発で
きる人材や、AIを実装するた
めに必要な各種システムを開

発できる人材を育成
幹部層向
AI講座

役員向
講座

ＡＩ人材育成に係る取組について：講座ラインナップ
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事業企画部門のAI推進担当者
AIを活用した「業務改革推進」「事業展開」ができる能力を身につける
講義で得られたＡＩ活用事例・技術知識と、プロジェクトベースの演習（PBL)を通じ、
適切なＡＩの技術開発手法で社内外への開発委託・発注ができるようになる

R＆D技術者
AIを活用した「技術開発」ができる能力を身につける
ＡＩを理解する技術知識取得と、６ヶ月のPBLを通じて実装に必要な設計力を身に着ける

対 象 者 ドメイン知識を持ち、AI技術開発手法や各種システムを開発していく
若手～中堅社員

研修の狙い

プログラム

１．阪大教員による講義
新入社員向け講座と同等の内容

２．ＡＩ演習
pythonを用いたプログラミング演習、講義の補習も行う

３．現場データを活用したプロジェクトベースの演習（ＰＢＬ）
講義と演習で獲得した知識を実務で活用する力を養成するため、実際の現場で使用して
いる“現場データ”を持ち込み、プロジェクトベースでの実践演習を行う

ＡＩ人材育成に係る取組について：既存社員向けAI技術開発講座
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新入社員向け教育
新入社員を

２年間かけて育成

既存社員向け講座
(AI、システム)
若手中心に育成

基幹職層向
AI講座

幹部層向
AI講座

役員向
講座

データ活用テーマの企画立案
や、具体的に実行していく若
手をマネジメントできる人材を

育成

ＡＩ人材育成に係る取組について：講座ラインナップ
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４．ダイキン情報技術大学：基幹職・リーダー研修

研修の狙い

デジタル変革（ＤＸ）が自社に及ぼすインパクト、ビジネスモデル転換の重要性を理解し、
PBLテーマのマネジメントを通じて、データ分析の知識、テーマ設定力、成果創出力を身に着ける

プログラム

対 象 者 データ活用テーマの推進を直接担う基幹職・リーダー

導入・基礎編

レクチャー
ダイキンのおかれている世界を知ることで、DXの必要性を理解する
アイデアの発想や活用技術に必要なAI基礎知識を、座学およびハンズオン形式で習得

PBLテーマの企画書作成支援研修
企画書フレームワークと考え方の理解
PBL推進方法やデータサイエンティストの仕事の理解

実践編

PBLテーマ推進フォロー
定期的なオフィスアワー形式でのテーマ推進フォロー
共有会による他受講者との情報共有・アドバイスの実施
ベストプラクティスの共有
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ダイキン情報技術大学開校から4年が経過し、当社のDX変革は着実に前進
開校後の主な効果は以下の通り

PBLテーマ
当初は100名分のテーマを準備するのに苦労（事務局人脈でテーマかき集め）したが、
現在は全社から200テーマ程度集まる状況に

知名度
ダイキン情報技術大学を知った上で当社を志望する学生が増えた
・先進的取り組みを行う会社として認知

離職率
ダイキン情報技術大学修了生は、非常に低い数値で推移
縦横のネットワークによる仲間意識の醸成

当社の価値
DX銘柄2020に選定

ＡＩ人材育成に係る取組について：まとめ
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